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さらに 8人のライフヒストリーを重ね合わせると， < 1946年の選択>の違いは，とくに 1950年代の「経験の物語」
の差異としてあらわれていることがわかる。 1950年代のトロントを経験した人たちは，トロントへの定着期であった
1950年代の<都市の経験>をもっとも鮮やかに豊かに物語っている。おなじ選択をおこなったかれらには，共有され
ている<都市の言説>と共通にみられる<都市化>のプロセスがあることがわかる。そこでE部では， 1950年代の「ト
ロントの経験」が非常に重要であることをふまえて，当時，トロントの日系コミュニティで刊行されていた日系新聞の
記事の分析と 1950年代の日系コミュニティの組織化についての検討という二つの視角から，個人のライフヒストリー
でみられた<都市の言説>と<都市化>を再考している。
一つには， 1950年代の「大陸時報」という日系新聞の記事を分析すると，この新聞が日系コミュニティの情報を伝
え，その動向を映しだしただけでなく，トロントをめぐるさまざまな<都市の言説>を集合的にっくりだし読者に提
供するメデ、ィアでもあったことがわかる。これらのなかには個人のライフヒストリーでみられる<都市の言説>と共
通するものが多くみられ，日系新聞で形成された<都市の言説>は，個人のレベルの<都市の言説>に深い影響をあた
え，その核となっていることがあきらかになった。新聞から獲得された<都市の言説>は，トロントの肯定的評価やト
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ロン卜生活の意義づけであり，個人の<都市化>を促進するはたらきをしたと考えられる。
いま一つには，戦前には日系人がほとんどいなかったトロントに< 1946年の選択>によってやってきた人たちが，
1950年代に一挙に日系コミュニティを形成していく状況を考察している。当時の新聞の紙面からも，個人のライフヒ
ストリーからも，日系一世たちが 1950年代の日系コミュニティのなかでいろいろな団体の創設に関わり，さまざまな
ネットワークをっくり，新しく生成するコミュニティの主役であったことがわかる。日系コミュニティにおける急速な
組織化とその変選をみるなら，コミュニティで多元的な組織化が進むこともまた，そこに関与した個人のく都市化>の
プロセスのなかで，都市への定着を強力に促進するはたらきをしたことがわかる。
1950年代のトロントは，人口の急増とメトロポリタン都市の形成，大量の移民の流入による多民族化の進展，経済的
な成長と活況による空前の繁栄という都市の出来事で特徴づけられる，大変豊かな，大きく変貌する都市社会であった。
< 1946年の選択>という歴史的出来事に直面してこの都市に移り住んだ日系一世たちが出会ったのはこのような豊か
な都市社会であるが，個人のライフヒストリーには，個人と都市との相互作用のなかでこの都市の条件に個人の側でい
かにうまくあわせることができたかが物語られている。そして日系新聞や日系コミュニティは，個人が都市にタイミン
グを合わすうえで，重要な役割をはたしていたことがわかった。これら新聞やコミュニティのような中間カテゴリーは，
個人と都市のあいだを結ぶものであり，個人史と社会史の交差するところとしてとらえられるのである。
論文審査の結果の要旨
本論文は，エスニック・モザイクの都市といわれるトロントにおける日系カナダ人とそのコミュニティを対象とする
調査研究であるが，とくにトロント日系コミュニティの形成期 (1950年代)に焦点を合わせ，方法としては日系一世
へのライフヒストリー・インタヴューを主体としている。
本論文の功績の一つは，現在80 -90歳代に達している日系一世の人びとのライフヒストリーを丹念にたどることに
よって，いわば平凡な庶民の日常生活の歴史を描きだしそのことを通して，抑圧と差別の側画を過度に強調しがちな
従来のカナダ移民研究の偏りを是正している点にある。
また，トロントという都市，あるいはそこにおける都市化の進展が，それぞれの個人によってどのように経験された
かを問う「都市の経験」の記述と分析は，これまでのオーソドックスな都市社会学では未開拓の領域に踏みこむ試みで
あり，この点も本論文の独自な貢献として高く評価できる。
さらに， I大陸時報」というエスニック・プレスが日系人のトロントへの適応と定着に果たした機能の分析，日系人コ
ミュニティのネットワークと組織化についての考察，ライフヒストリー・アプローチを活用して個人史と社会史の交錯
をとらえようとする工夫などにおいても，本論文はすぐれた成果を挙げている。
以上の理由によって，当審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位授与に充分なものであると判定した。
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